
高松学習館運営協議会（令和７年２月）会議録概要 

 

開催日時 令和７年２月 13 日（木曜日）午後６時 30 分～７時 55 分 

開催場所 高松学習館 第１教室 

出席者 ［委員］神山敬章（明星大学名誉教授） 

丸山あかね（立川市社会福祉協議会） 

梅田茂之（自治会連合会栄町支部） 

川合博（立川市高松児童館）オンライン参加 

難波敦子（立川市生涯学習市民リーダーの会） 

小原雅俊（たちかわ市民交流大学推進委員会）オンライン参加 

結城まり子（学習館利用団体） 

戸井田宗二郎（公募市民） 

    委任状 栗原政子（学習館利用団体） 

    欠席２名 

     ［事務局］榛澤尚武(高松学習館係長)、冨田瑞代(会計年度職員) 

 

定数の過半数の出席により会議成立とする。 

議事 

1. 会長あいさつ 今晩は。風の冷たい寒い中ありがとうございます。リモート参加、

ハイブリッドが定例となってきて安心している。他の学習館に遅れをとったが

ようやくこういう形で会議ができて良かったと思う。ソフト面で上がってきて

いる一方で先日の空調故障や外壁工事などの課題はある状況。今日は文化祭に

ついての話し合いを中心にしていきたい。 

 

2. 報告事項 

・事務局より下記について報告があった。 

 第 43 回高松学習館文化祭たかまつり日程について 

  スケジュールに沿って進めている。公開教室は 13 団体参加申込があっ 

た。作品展と演奏会の参加申込は来週 2/21 まで受付をする。 

第 1 回合同準備会を 3/6 午前に実施しサークル代表の方々と詳細につい 

て相談して決定する方向。 

公開教室は 5 月中、作品展は 5/30～6/1、演奏会は 6/8、プレコンサート 

は 6/7 に開催する予定。 

 「はじめての宅トレ～おなか編」（1/16 実施）アンケート集計について 

  初のオンライン講座で 12 名参加があった。事前にリハーサルを行い画面 

音量の調整を行った。スマホで講師の姿が小さくて見づらいとか一部音 

が途切れたという回答はあったが、特にトラブルはなく好評だった。 

 「新春たかまつ落語会」（1/25 実施）アンケート集計について 

  47 名参加があった。最初に出囃子が上手く流れない場面があったが、そ 

の後は順調で来場者に喜んでいただけた。小学生の落語は年々上達して 

見事だった。難波副会長が司会、結城委員と栗原委員が受付を担当。 



 「たかまつ映画会」（2/5 実施）アンケート集計について 

  44 名の参加があった。137 分という長時間の上映だったが、皆さん熱心 

  に観賞されて好評だった。栗原委員が司会を担当。 

 学習館設備ほかについて 

  暖房設備は 1/30 メーカーの調査で復旧した。機械本体ではなく、ダンパ 

ーの不調ということだった。外壁工事についてはまだはっきりと見通し 

が立っていない状況。施設課の方で予算、業者、工期等を調整中。3 月議 

会で補正予算を計上していくことになっている。 

 

（質疑応答） 

Ａ委員：暖房の定期点検は行っているのか。 

事務局：施設管理担当は健康会館になるが、毎年何回か行って指摘事項 

があれば対処してもらっている。老朽化が進んでいるため、今回は別の 

箇所で不具合があったと聞いている。 

Ｂ委員：オンライン講座のアンケート回答に YouTube の方が適している  

のではないかという意見があるが、理由は分かるか。 

事務局：理由までは分からないが、YouTube だと講師の権利等が関係して 

くると思う。 

Ｃ委員：YouTube だと繰り返し見ることができるが、Zoom だと 1 回だけ 

になるからかもしれない。Zoom だと講師とやりとりができる。 

Ｂ委員：YouTube もライブ配信を想定していたが、コメントは流れてくる 

が、見ている人からの発信はしづらい。今回は一方的な内容で実施され 

たのか。 

事務局：全員ではないが、講師に画像を見せる形(講師だけが見れるモー 

ド)で参加されていたので講師も動きを確認しながら指導していた。 

Ｂ委員：それなら今回は Zoom で良かったと思う。YouTube ライブ配信も 

繰り返し配信はされない。講師とのやりとりができるというメリットを 

活かせる Zoom の方で良かったと思う。 

事務局：質問はチャットでとお願いしたが、体操していたので質問は出 

なかった。講師は画像を見ながらアドバイスしていた。 

Ａ委員：Zoom は情報が流出するという話も聞いているので今後他のアプ 

リも試してみることも検討したらいいと思う。今後は SNS に関して法律 

で規制もあるようなので注視していきたい。 

Ｂ委員：オンライン講座のアンケートはどのように行ったのか。 

事務局：事前にメールで 2 次元コードを送って講座終了後に回答いただ 

いた。一部の方はメールで感想を書いてこられた。 

Ｄ委員：2 次元コードでアンケート実施するのが事務局として集計がしや 

すい。全国の大会や研究会でも 2 次元コードを読み取ってアンケート回 

答をしてもらっている。事務局も手間がかからず早く集計できると書か 

れている。仕事量の軽減にもなるので活用するといい。 

Ｂ委員：一般の講座ではどうか。 



事務局：2 次元コードを配布してアンケート回答してもらうことも可能。 

年齢層によっては紙に記入して回答する方がいい場合もある。 

    Ｂ委員：いろいろと取り入れていくことで勉強になる。 

 

3. 協議事項 

(1) 前回議事録（案）について 承認された。 

Ｄ委員：会議にオンライン参加の場合は明記した方がいいと思う。欠席の場合

の委任状提出について、定数のこともあるので徹底するのかどうか、メールで

も提出可能なのか等、事務局側でルールを決めて指示してほしい。 

(2) 高松学習館の取り組みについて 

 地域活性化事業について  

事務局：例年地運協で取り組んでいる文化祭作品展の最終日に実施している地

運協ワークショップについてご検討いただきたい。今年度のワークショップの

内容としては、くるみボタンづくり(難波副会長)、プラ板工作(高松児童館)、

地域活動紹介コーナー(社会福祉協議会)、市民リーダー紹介パネル展示、地運

協紹介展示、スタンプラリー、ポップコーン配布、くるりん登場、焼き菓子販

売(立川女子高等学校クッキング部)を実施した。 

文化祭参加サークルのふりかえりではどれも好評で来年も継続希望の声があ

った。 

Ｂ委員：電子ピアノのお披露目もあった。 

事務局：作品展初日のオープニングセレモニーで電子ピアノを演奏していただ

いた。演奏会参加のギターのサークルさんから演奏者を紹介いただいた。 

第 1 回の準備会で相談して決めていきたいと考えている。作品展最終日の方が

人は集まるので最終日の方がいいのではないかという意見も出ていた。 

Ｂ委員：地運協の存在と活動の周知もしていきたい。前回は持って帰れる作品

づくり、社協さん、市民リーダーの紹介、食べ物、キャラクターがあった。学

習館って何か、知ってもらうためにも意見を書いてもらえる竹の子形のアンケ

ートを実施してきている。こういう意見があってこうなりましたという結果を

目に見える形で出してあげるといいと思う。 

児童館は何かアイデアはあるか。 

Ｅ委員：昔あそびを広めたいということで 3 月にメンコづくりをする。 

Ｂ委員：自治会で昔あそびの集いを 1/25 に南部公園で実施した。室内で実施す

る場合は種目が限られてくる。道具はあるのか。 

Ｅ委員：児童館には駒、けん玉、羽子板、ベーゴマがある。 

Ａ委員：たかまつり(公開教室、作品展、演奏会)への参加と地域活性化事業へ

の参加について、申込と会場確保はどのようになっているのか。 

Ｂ委員：作品展最終日の地運協ワークショップの会場は実習室と和室になると

思う。 

事務局：保育室はくるりんの待機室としている。 

Ａ委員：地域活性化事業についてはどうなっているのか。いろいろな日にちで

実施しているが、企画については提案するのか、学習館でリストアップしてい



るのか。 

Ｂ委員：地域活性化事業については地運協の中で企画を持ち寄って検討してい

く形で実施していたが、アイデアが出ないので事務局で企画を挙げている状況。 

Ａ委員：来年度はどういう企画が入るのか。すでにリストアップされているの

か。 

Ｂ委員：委員から企画を提案していただければいいと思う。以前に親子でプロ

グラミングなど、実施してきている。地域課題を解決し地域を活性化していく

という観点から実施する事業ということになる。地域にフォーカスを置く企画

であればいいと思う。 

Ａ委員：自分自身は会の中で実施するか、地域の中で実施するか、考えていき

たい。 

Ｂ委員：文化祭作品展のワークショップについて、これまでの高齢者中心の参

加から若い人を呼び込むために企画していけたらと思う。学芸大の学生さん達

の企画のように親子で参加できる内容や今まで来たことのない人達に来てい

ただけるように工夫していけたらと思う。立川女子高校はどうか。 

事務局：今年度参加いただいた時にぜひ来年度もお願いしたいとお話は伝えて

ある。学校側も地域に協力したいという考えを持たれている。日曜の参加は難

しいので金曜に焼き菓子を作って土曜に販売する形で実施した。 

Ｂ委員：立川女子高校や周辺の学校にはぜひご協力をお願いしたい。 

Ｄ委員：学校は働き方改革の中で土日は教員の出勤は避けている。先方のお立

場を考えながらお願いしていく。学校の方も地域貢献やボランティアをどうす

るかという担当の先生がいる。ただ一方的にお願いするということでなく慎重

に進めることが大事。教員だけでなく子ども達と一緒に何かやりませんかとい

う形もある。 

Ｂ委員：町田市では学校側から地域に積極的に声かけがあるという話が聞いた

が、立川市は恐る恐る学校側に声をかけていくという状況。 

Ｄ委員：地方だと地域担当教員がいる。もちろん学校によるが、例えば総合的

な学習の時間に地域で週に２～３回通いながらこういうことができるという

話を持っていって活用されている。公立と私立によっても異なるが。 

Ｂ委員：立川女子高校のクラブ部員なのか。 

事務局：クッキング部の協力をいただいて夏休みに小学生向けの料理講座を実

施している。そのつながりで文化祭作品展への参加を打診していたが、日程的

に中間試験の時期と重なっていた。今年度は作品展の時期をずらしたため、初

めて焼き菓子販売で参加いただくことができた。 

Ｂ委員：せっかくの機会なのでできる範囲でお願いしたい。社会福祉協議会は

何かアイデアはあるか。 

Ｃ委員：本日配布したちらしについて紹介したい。2/15 に第二小学校で読み聞

かせをやってもらう。学芸大学付属中学校の生徒が森についての絵本を持って

きて読み聞かせをやってくれる。府中の高校生で外国にルーツのあるお子さん

がいて外国の絵本を持ってきて外国語の絵本の読み聞かせをやってくれるこ

とになっている。外国語と日本語で絵本を読んでくれる。外国語の意味はわか



らなくても言葉の音を楽しめるということを学校の図書館司書の方にお聞き

した。生徒さんがやってくれるということが大きい。ゼロ円マーケットの中で

実施する。ちらしは小学生が作成してくれた。高校生がポップコーンづくりを

担ってくれて、地域の方達は手づくりのワークショップを実施してくれる。小

学校の作品展が開催されるので保護者の方々も来ていただけたらと期待して

いる。 

Ｂ委員：外国語の読み聞かせについては初めてお聞きした。 

Ｃ委員：家では母国語で話すが文字がわからないので、子どもにとっても読む

ことは刺激があっていいという話だった。 

Ｂ委員：文化祭たかまつりで活かせる内容はポップコーンや地域にそういう親

子がいらっしゃるならお招きしてということもある。社会福祉協議会でそうい

うイベントを実施されるのは素晴らしいと思う。ビデオは撮るのか。 

今年度はちらしの配布だったので動画で紹介するのもいいと思う。 

Ｃ委員：動画があるのはいいと思う。記録として撮ることはあるが、子ども達

が映るので許諾が必要となる。 

Ｂ委員：映像にぼかしを入れることは可能。映像で社会福祉協議会の活動、イ

ベント紹介ができるといいと思う。児童館の地域懇談会で流れていた映像はぼ

かしは入れていたか。 

Ｅ委員：写真をスライドショーにして流していた。映像については事前に家族

の許可を得ている。 

Ｃ委員：後ろ姿はいいが、顔が映ってしまうと許諾が必要となる。 

Ｂ委員：様子が伝わればいいのでシーンでもいいと思う。 

あとは地運協で実施した以前のアンケートでお手洗、Wi-Fi の要望が実現して

いる展示と市民リーダー紹介の展示を用意できるか。くるりんはどうか。 

事務局：市民リーダー紹介展示はセンターで借用できると思う。くるりんも必

要なら早めに予約を入れる。 

Ｂ委員：だいたいは今年度の企画を踏襲する形になろうかと思う。 

Ｆ委員：来年度も何か工作系を企画したいと思う。 

Ｂ委員：難波委員も児童館の方も次回会議で具体的なアイデアを挙げていただ

けたらと思う。 

事務局：今日の話の中で、くるりんの予約、ポップコーン機、スタンプラリー 

を実施する方向でよいか。 

Ｆ委員：スタンプラリーがあると頑張って回ろうという気になる。 

Ｇ委員：スタンプラリーは最終日だけ渡してポップコーンをもらえるが金曜と

土曜はスタンプラリーとポップコーンがないので注意した方がいい。 

Ｂ委員：その他何かあるか。 

事務局：2/22 誰でもコンサートの申込は定員 60 名を超えて受付している。 

3/1 防災講座は現在７名受付している。 

(3) その他 

 次回の会議開催日程について：３月 13 日(木)午後６時 30 分～第１教室 

 地域学習館運営協議会交流会開催：令和７年２月 15 日（土）午後１時 



30 分～会場：市役所３階 302 会議室 

出席委員：梅田会長、難波副会長 

 学校たより 第２中学校区の小中学校のおたよりを配布しているのでお読 

みいただきたい。 

 

4. 地域課題共有 

 Ａ委員：玄関横の市民憲章を新しくしていただいてありがとうございまし

た。費用はどのくらいかかったのか。 

 事務局：７万位だったと思う。 

 Ａ委員：ロビーの待合いスペースに無理がなければもう 1 テーブル置いて

椅子が必要な方が座れるようにしてほしい。 

 事務局：検討させていただきたい。 

 Ａ委員：前回も利用者の意見や要望を聞けたらいいという話があった。3 年

後に建て替えがあるなら、どういう形になるかわからないが、2 割減築とい

う話も聞いている。まだこれから利用者の意見を聞いていただけるならと

思うが、スケジュールについてはどうなっているのか。 

 事務局：現時点で何も情報は入っていない。形もすべて決まっているわけ

ではないと思うが、放っておくわけにもいかないので今後のスケジュール

も確認していきたいと思う。健康推進課が 5 月に移転するのでその機能は

なくなり、図書館と学習館が建て替え後に入るということは中長期計画で

決定されているが、具体的な話はない。市全体としての施設のあり方で減

築という方針はある。要望や意見も聞いていく余地はあるかと思う。 

 Ｂ委員：生涯審でも今後情報が入れば共有したいと思う。 

  砂川学習館も明るいイメージの建物になる予定で楽しみにしている。 

 Ａ委員：砂川学習館はコンクリートの強度不足と聞いたが。 

 事務局：強度試験を実施して強度不足が発覚したと聞いている。 

 Ａ委員：コンクリートを埋める前に強度試験をやるので検査がどうなって

いるのか疑問だった。 

 Ｆ委員：先ほどの、ロビーにもう 1 テーブル追加する件について車椅子の

方、ベビーカー、点字ブロックが必要な方々が通りづらくならないように

配慮いただきたい。 

事務局：この後に確認したい。 

 Ａ委員：児童館のカレンダーを配布している。2/11 に子ども未来センター

で児童館フェスティバルが開催された。ブースをたかまつり企画のヒント

にしたいと思う。  

 Ｈ委員：推進委員会の全体会が昨日開催され、会長、部長が続投となった。

本日ＰＣを変えたら画像は出たが、音質が悪いので次回は対面で参加した

い。 

以上 


